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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 1,003 3.9 147 8.6 138 5.8 86 2.9

2022年3月期第1四半期 965 16.4 135 106.4 131 91.1 84 83.5

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　101百万円 （6.4％） 2022年3月期第1四半期　　94百万円 （119.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 57.39 ―

2022年3月期第1四半期 55.75 ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 5,272 3,859 73.2

2022年3月期 5,184 3,791 73.1

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 3,859百万円 2022年3月期 3,791百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 22.00 22.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 0.00 ― 27.00 27.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,070 7.2 295 9.0 295 9.9 195 10.5 129.23

通期 4,320 10.1 650 20.9 650 22.7 430 24.5 284.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 1,536,000 株 2022年3月期 1,536,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 27,026 株 2022年3月期 27,026 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 1,508,974 株 2022年3月期1Q 1,508,974 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症による渡航制限が徐々に緩和され、

経済活動への影響も改善するものとみられました。しかし、中国における新型コロナウイルス感染症の急激な感染

再拡大による、一部の地域でのゼロコロナ政策に伴う厳しいロックダウンや、ロシアのウクライナ侵攻の影響によ

る資源・エネルギー価格の高騰等、先行き不安定な経済状況となっております。

我が国経済は、新型コロナウイルス感染症が長期化するなかで、感染防止対策を進めながら社会経済活動の正常

化が図られ、景気回復の兆しがみられましたが、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻を背景としたエネルギー価

格や原材料価格の高騰、米国の金利上昇による急激な円安進行等、依然として先行き不透明な状態が続いておりま

す。

このような状況下、当社グループにおいて、新型コロナウイルス感染症の影響は一部ありましたが、ウクライナ

問題の影響はなく、計測・制御分野が好調なため売上高が増加しました。

また、部品入手難による影響は、顧客との連携を強化し、生産情報を早期に入手して先行手配していたため、大

きな影響は出ておりません。

この結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高1,003百万円（前年同四半期比3.9％増）、営業利

益147百万円（前年同四半期比8.6％増）、経常利益138百万円（前年同四半期比5.8％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は86百万円（前年同四半期比2.9％増）となりました。

当社グループは、産業用電子機器及び工業用コンピュータの設計・製造・販売を行っているものであり、セグメ

ントは単一でありますので、セグメントごとに経営成績の状況は開示しておりませんが、営業品目の応用分野別売

上の概況は、次のとおりであります。

通信・放送

当分野は、通信・放送・電力関連装置の制御部を設計・製造・販売しております。通信・電力関連は堅調に推移

しましたが、放送関連の一部顧客での半導体の入手難により、前期から当期に納入が後ろ倒しとなる製品がありま

した。この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比14百万円（26.7％）増の69百万円となり、

売上構成比率は前年同四半期の5.7％から6.9％となりました。

電子応用

当分野は、HPC(スーパーコンピュータ）・医療関連装置の制御部を設計・製造・販売しております。新型コロナ

ウイルス感染症による中国のロックダウンにより、医療機器関連の設備投資が一部停止した影響がありました。こ

の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比10百万円（11.7％）減の80百万円となり、売上構成

比率は前年同四半期の9.4％から8.0％となりました。

計測・制御

当分野は、半導体製造装置・検査装置・FA（ファクトリーオートメーション）関連装置の制御部を設計・製造・

販売しております。世界の半導体市場は、新型コロナウイルス感染症の影響により、民生機器向けや車載関連向け

の生産が落ち込んだ一方、データセンター向け製品や5G関連が堅調に推移し、世界的な半導体の供給不足を背景に

大手半導体メーカーやファウンドリが大幅な増産体制を構築するため、次世代プロセス関連やメモリ向け半導体製

造装置への設備投資が加速しました。当社グループもその影響により、売上高が増加しました。この結果、当第１

四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比52百万円（8.2％）増の696百万円となり、売上構成比率は前年同四

半期の66.6％から69.4％となりました。

交通関連

当分野は、鉄道・信号・ITS（高度道路交通システム、ETC等）関連装置の制御部を設計・製造・販売しておりま

す。新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言により、移動制限の影響で業績が悪化した鉄道会社の設備投資

の延期や、海外向け鉄道関連の入札延期、設置工事の遅延がありました。この結果、当第１四半期連結累計期間の

売上高は前年同四半期比32百万円（21.1％）減の121百万円となり、売上構成比率は前年同四半期の16.0％から

12.1％となりました。
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防衛・その他

当分野は、防衛用のレーダーや通信機器の制御部を設計・製造・販売しており、当第１四半期連結累計期間の売

上高は前年同四半期比13百万円（60.3％）増の35百万円となり、売上構成比率は前年同四半期の2.3％から3.5％と

なりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて88百万円増加し、5,272百万円となりまし

た。各区分の主な増減要因は以下のとおりであります。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて88百万円増加し、3,995百万円となりました。増加要因としては、原材

料及び貯蔵品161百万円、仕掛品23百万円の増加であります。減少要因としては、受取手形及び売掛金40百万円、

現金及び預金35百万円の減少であります。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて16百万円増加し、1,035百万円となりました。増加要因としては支払手

形及び買掛金110百万円、その他（未払費用）64百万円の増加であります。減少要因としては、未払法人税等89百

万円、賞与引当金40百万円、短期借入金28百万円の減少であります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて３百万円増加し、377百万円となりました。増加要因としては、その他

（長期未払費用）５百万円の増加であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて67百万円増加し、3,859百万円となりました。増加要因としては、親会社

株主に帰属する四半期純利益86百万円であります。減少要因としては、配当金33百万円であります。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.1％増加し、73.2％になりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の予想につきましては、おおむね計画どおりに推移しており、現時点では、2022年５月12日付「2022年３月

期決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表いたしました数値からの変更はございません。

今後、当社グループの業績に重大な影響を及ぼす事象が確認された場合には速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,749,139 1,714,095

受取手形及び売掛金 817,553 776,569

電子記録債権 226,673 217,152

商品及び製品 131,428 138,573

仕掛品 248,872 272,488

原材料及び貯蔵品 675,186 836,695

その他 58,284 39,735

流動資産合計 3,907,139 3,995,311

固定資産

有形固定資産

土地 711,239 711,239

その他（純額） 177,472 173,987

有形固定資産合計 888,711 885,227

無形固定資産 4,855 4,538

投資その他の資産 383,846 387,863

固定資産合計 1,277,413 1,277,629

資産合計 5,184,553 5,272,940
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 705,208 815,930

短期借入金 18,000 ―

1年内返済予定の長期借入金 10,019 ―

未払法人税等 147,594 57,743

賞与引当金 57,120 16,712

受注損失引当金 1,441 1,210

その他 79,494 144,258

流動負債合計 1,018,878 1,035,855

固定負債

役員退職慰労引当金 204,714 206,981

退職給付に係る負債 169,312 164,729

その他 ― 5,819

固定負債合計 374,027 377,529

負債合計 1,392,906 1,413,384

純資産の部

株主資本

資本金 143,010 143,010

資本剰余金 136,999 136,999

利益剰余金 3,489,042 3,542,441

自己株式 △25,981 △25,981

株主資本合計 3,743,071 3,796,470

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,926 2,539

為替換算調整勘定 45,650 60,545

その他の包括利益累計額合計 48,576 63,085

純資産合計 3,791,647 3,859,556

負債純資産合計 5,184,553 5,272,940
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 965,898 1,003,336

売上原価 733,078 756,749

売上総利益 232,819 246,587

販売費及び一般管理費 97,156 99,277

営業利益 135,663 147,309

営業外収益

受取利息 35 92

受取配当金 15 17

保険解約返戻金 127 149

その他 146 170

営業外収益合計 325 430

営業外費用

支払利息 106 12

為替差損 4,550 8,732

その他 ― 0

営業外費用合計 4,656 8,745

経常利益 131,332 138,995

税金等調整前四半期純利益 131,332 138,995

法人税、住民税及び事業税 55,253 54,066

法人税等調整額 △8,039 △1,668

法人税等合計 47,213 52,397

四半期純利益 84,118 86,597

親会社株主に帰属する四半期純利益 84,118 86,597
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 84,118 86,597

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 49 △386

為替換算調整勘定 10,814 14,895

その他の包括利益合計 10,863 14,509

四半期包括利益 94,982 101,106

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 94,982 101,106
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　


